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 解 説  

 

１．タイのキャッシュレス決済の導入状況について 

タイでは、「National e-Payment Master Plan」を策定し、「Prompt Pay（プロ

ンプトペイ）」の導入、プラスチックカード（特にデビットカード）の利用拡大、

国民への啓蒙活動や現金・小切手から電子決済へのシフトのためのインセンティ

ブ付与による電子決済の促進等のプロジェクトに取り組んでおり、政府主導によ

るキャッシュレス決済が促進されています。 

Prompt Payとは、タイ中央銀行とタイ銀行協会が運営主体となり、2017年１月

から本格稼働した電子決済システムです。当システムによって、24時間 365日即

時決済・即時振込みが可能であり、振込先の携帯電話番号や国民 ID番号・法人 ID

番号の入力だけで振込みができます。氏名や銀行口座番号を知らなくても振込み

ができるという高い利便性から、急速に利用が拡大しています。 

 

２．ショッピングモールにおける導入状況について 

信金中金バンコク駐在員事務所が複数のショッピングモールを調査したとこ

ろ、QRコードやバーコードによるキャッシュレス決済を導入している店舗が見ら

れる一方で、従来の決済方法である現金やクレジットカード・デビットカードに

よる決済しか認めていない店舗もあり、実際のところ決済方法は店舗によって

様々となっています。（2020年 10月時点） 

なお、タイにおけるクレジットカード保有率は約 10％にとどまるといわれてお

り、幅広い層のローカル顧客を獲得したい意向があるのであれば、モバイル決済

の導入が有用と考えられます。また、現金以外の決済方法の導入によって、店員 

Ｑ． 

日本親会社から出資しているタイの関係会社を通じて、和食器の販売をしてい

ます。今般、ショッピングモールにて自社商品を販売することになったのですが、

現金以外の決済方法に対応すべきとの助言を受けました。キャッシュレス決済の

普及状況など現地の決済事情を教えてください。（卸売業） 

 

Ａ． 

タイでは、政府主導で「Prompt Pay」といったキャッシュレス決済の利用が促

進され、ショッピングモールなどでは QR コードやバーコードを使用したキャッ

シュレス決済を利用できる店舗が増えています。一方で、現金やカードによる従

来型の決済方法しか利用できない店舗もあり、店舗によってキャッシュレス決済

の導入状況には差があります。 

 

こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 

続きを読む  

https://www.shinkin-central-bank.jp/cgi-bin/s/index.cgi
https://shinkin-overseas.jp/upload_file/m008-m008_03/15_Thailand_Cashless.pdf

